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四日市市

認知症安心ガイドブックについて

厚生労働省の調査によれば、2012（平成24）年のわが国の認知症の人の数は約4

62万人で、65歳以上高齢者の約7人に1人と推計されています。高齢化の進行ととも

に、その数は更に増加し、2025（平成37）年には約700万人、害臆も65歳以上

高齢者の5人に1人に達すると見込まれています。このように、誰もが認知掛こなったり、

家族として介護したりする可能性が高まる中、認矢癌の人やご家族机できるだけ住み慣

れた地域で安心して暮らせるようにすることが必要になっています。

そのためには、医療、介護、福祉の各サービスを充実するとともに、認知症の症状の進

行に合わせ、いつ、どこで・どのようなサービスが受けられるのかというケアの遷すじ
＝「認知症ケアパス」を、認知症の人やご家族にあらかじめお示しし、できるだけス

ムーズに支援を受けられるようにすることが大切になります。

今臥四日市布版「認知症ケアパス」として、認矢症の状態に応じた当市の様々なサ
ービスや地域の情報をまとめた「四日市市認知症安心ガイドブック」を作成しました。

このガイドブックが、認知症の人やご家族が、地域で安心して暮らし続けるための一助と

なることを願っています。
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聴知症とは・・・

靴によるロ忘れと 知症の与がい‾±〒姜

東京都高齢者施策推進室「かかりつけ医のための手引き」1999年より引用

症の原因となる脳の病気
●・アルツハイマー型認知症　5～6割

原因不明。脳の神経細胞のなかに異質なタンパク質がたまり、

脳の神経細胞が徐々に壊れていく進行性の病気

主な症状：記憶障害、ものとられ妄想

●　レビー小休型認知症　2割

原因不明。脳の中にレビー小体という異質な物質がたまること

によりおこる進行性の病気。

主な症状：症状が1日で変動する。幻視がある。パーキンリン症状債体の動きがぎこちなくなる。手が震える）

●　脳血管性認知症1～2割

脳梗塞や脳出血のために脳の神経細胞に栄養や酸素がいきわたらなくなることで、その部分の脳の神経制包が

死んだり、神経のネットワークが壊れてしまう病気

主な症状：抑うつ状態、失認、失行、失語、手足の麻痺、感情障害など。

●　前頭側頭型認知症

ピック球など異質のタンパク質がたまる等して、脳の中の前頭葉と側頭葉の神経細胞が少しずつ壊れていく病気。

主な症状：記憶や見当識（時間や今いる場所の認書哉）は保たれる0暴力的になるなどの性格の変化。同じ行動

を繰り返す。

●　その他

正常圧水頭症、慢性硬膜下血腫、脳腫瘍、甲状腺機能障害があり、治る場合もあります。
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野軋．‥　？
認灯序の経過と家族の対応シート　温

物忘れがあるが、金銭感覚や買物、書類作
成などを含め、日常生活は自立している

認知症の
進行状況

素人のようす

費軌

CJ

こん谷と宣どうするの？

買物や事務、金銭管理にミスが見られるが、日常生
活はほぼ自立している

服薬管理ができない、電話の対応や訪問

者の対応が一人では難しい
着替えや食事、トイレなどがうまくでき

ない

ほぼ寝たきりで意志の疎通が困難

である

認知疫の疑い 級知癖を薔するが日韓生活は自立 雛かの員守りがあれば8鶉生活は自立 日韓生活に手助けt介護が必雷

0物忘れの自覚がある
0「あれ」「それ」などの代名詞が
多く出てくる
0何かヒントがあれば思い出せる

‥　＿●

○同じことを何回も聞く
○置いた場所がわからず、探し回る
○約束したことを忘れる

：○季節に応じた服を選べない

；○外出先から家に戻れない
：○トイレの場所を間違えて排泄する
：○食べ物をあるだけ食べてしまう

○歩行が不安定になる
○着替えの動作ができない
○表情が乏しい

繁に介護が必賽

○言葉が減る
0口から飲食物が入らない
○寝たきり状態になっていく

妻呂壷琵≡喜志望…圭蓋喜重言軍書憲≡…慧遠賀警霊堂豊だ夏空㌶ない…呂蓋警護蓋撃嘉……害重量。介助が必要。なる

童翌日

●認知症予防のための生活に心がけ
る

●置き場所や段取りを貼り紙にしておく
●ゆっくり、短い言葉で話しかける
●時間の見当がつく工夫をする
（例えば…朝夕のあいさつをする、デジタ

ル時計や季節感のあるカレンダーを使用す
る）

●無理に説得しても本人は理解でき
ないので、まず本人の気持ちを受け
止め、一緒に行動してみる

●本人の告のできごとや思い出に触れてみる（本人のその時の気持ちがよみが
えり、今の不安が軽減されることもある）

●体調が変化しやすいので、身体管理に留意する
（水分・食事摂取の状況、便秘・下痢の有無、発熱の有無）

●体調の変化があれば早めに主治医に相談する

●生活の中で役割を持ってもらう
●本人の長年の知恵や経験をもとに、でき
ることが残っていることを理解する

：●言葉がうまく出ず、家族の声かけに充分な理解ができないため、手を

；握ったり背中をさすったりするなどして安心させる

問選った対応肇介護法本人の症状
を悪化させる津軽にもなります

脂重曹淫等、家族の負担が重くなってきます

ど家族へ　等慧琵野諾報を得る
◎認知症を正しく理解する　　　　　　■廿■望）⊥
◎近くの身内や近隣住民に、本人が認知症甲合う
であることを話して理解してもらうように
はたらきかける

：◎必要な介護保険サービスを利用する（介護サービス事業所の職員の支
：接とアドバイスをもらうことで、家族の負担軽減をはかり、休息時間を

；取ることができる）
：◎同じ立場の人の菓まりに参加し、情報交換をするなどして、お互いに

エ◎認知症が進行して、終末期に近くなった状態を考えておく

！◎医療（延命措置、栄養補給など）と介護（どこで看取りをする
：かなど）の方向性を本人の視点に立って主治医や支援者と相談し

：ておく



四日市市版

認知症の進行に合せて受けられるサービスの倒

認知症の舞い

相　　義
（蒙簑文雄〉

匪轟
く手鞠鯵断と治療）

鷺知嚢を薔するが日常生活は自立 鯵かの鼻守りがあれば日韓生活は自立 日鸞生活に手助け・介旗が必賽 雷に介岬が必雷

在宅合議支援センター 地域包括支援センター（認知癌地域支援推進員）

認知症家族の会

凍知症初期集中支援チーム－－　　　　　　　　　－‾・一■・．‾　－＝　　　一　一　　　　　　　　，－　．1，　　　　　　　　　　　　　　　　‾　　　‾‾　‾　‾1　‾－▼’‾‾‾　　　　＿＿∴，＿．＿＿＿＿T＿｛［．

。‖▲＿、、－▼三野声望⊇旦医、認知症サホート医、〉狸孝型型製・精神科開業医、神経内科専門医（ものわすれ外来）

瀾鞭些
くすの木手帳

訪問看護

「はつらつ隠硬艶J rいきいきフレッシュクラブ（運動）

＿．・†！41汁’－∵‥　　＿＿　　‥＿．＿＿＿＿．」

仰　　　撫義和守る

適所介護・適所リハ

俳個高齢革家族支援事業

排憫高齢者等SOSメール　　　　　　　　　　　見守り協定（事業所）
‾り‾■‘一■」　‾　‾　　　　　‾‾　＿：‾　　　　　　　－　　　＿　‾L一・・・・一・1・・‘、一一■－▲一hl一●－　‾　　　＿　＿　＿　　＿＿－＿：十i

電磁調理器・自動消火器）

住民参加型サービス（一部の地区） 民間事業者によるサービス

日常生活自立支凍

老人撫鐘集散・グループ
ホ柵ム鬱爵位凛サービス

養護老人ホーム

蚤

＿‥…　」

グループホーム

血＿．－ワニビス性曳鱒蔓妻担星型萱仙叫　　　仙j担空込むこな、＿＞．＿＿日．

血．…」甥ハウス・軽賛老人ホーム

巨帽保険外サービス　　l介護保険サービス



認知症ケアパスの概念図（四日市モデル）

日常在宅ケア　　　　　　＝急性増悪期ケア＝　　　気づき－診断まで　　　＞毒＝　日常在宅ケア
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詳無産の進行に合わせて受けられるサービス内容

相談窓口など

＞在宅介護支援センター　～地域の総合相談窓口～

高齢者の介護・福祉・医療について、身近な地域で最初に相談を受ける「地域の総合相談窓口」としての役
割を果たしています。365日24時間休制で相談に応じ、必要な支援に結びつけています。

北富洲原く書と三億）　　　　　　　　　℡366－26∞（364－0306）富輌雇野2番80琶

一・・・一一‾【州仙◆【一一■▼叫〉仙‾‾◆▼■‾→血‾－－∵－‘■‘■一・■▼‘・・‾・－一一・・一‘・：二・一一一W－鵬一　肌・一一仙一叫一一一一山、，・．≡1・一一■■・・一一　血一日－・▲一一一一′－　▲一■■▲・・一・・・一・：▲▲一一－　　　1　－㌧、1一一一一・・・・一一■▼■・、一一　血一・・・▲・－ル　ー－、▲一′、一－ヽん　、→　＿、＿

天力須賀（獣■層）　　　　　　　　℡361－5361（361－5362）＿天力須賀4丁自7番25号
■‖　▲　‾‾　　‾▲‾、‾‾　　■‾‾‖‾‾‾　▲‾‾－‾　‾　‾‾1－－－－■　一一一一、1　－－　－　　1－■一　　　一一一　　■　　　、一　　■　－　■　－▼　一　八　　　一一一一　一　■一　一、1－1－－　－－－一　　　　　一．　1　　－1－　－－－－　－－　－■　一　一一　　■　　▼　■▲▲　＿＿＿

ヴィラ四日市（大笑票：う　　　　　　　℡363－2882（361－4440）塁頭野8番怒2

i・三　一一一一一一一一

：或

羽津（羽津）　　　　　　　　　　　℡334－3387（334－3377）

i海蔵（海蔵）　　　　　　　　　　　℡333－9837（333－9830）
－　　　－　‾　‾－‾　■　　一　　　　　　　　　　■■　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　■■l■　　l l　　　　＿＿

ヨハピネスやさとくハ婚狩　　　　　　　野366－3301（366－3302）
‾‾　‾‾▲‾‾‾‾▲　　‾・一‾・－－1－1■－一一　一　　－1、・一一一　一　　一一一一　1－－l　一　一　　一一一一　　　　一　◆　　一　　一・一■一一　・一一一一－一一一一一一一一　一一一一一　h一一・■　　一　一一一一　　　一一　一一　一　一一一一一▼

∃潜膨苑下野（下野）　　　　　　　℡338－3005こ338－3008）
【　　・－‾‾‾　‾‾　‾　　　　　　　・　　　　　　‾　　　　　　－一　　　　　　　　・　・　　　　一　　　■　　　　　　l．．＿　＿．．．．．　．　　・十一・「．＿　＿　　　－

†聖十字保々こ保々）　　　　　　　　℡339－7788（339－7211）
‾　　　　‾‾　　　　‾　　　　　　　　　　　　　　　‾　　　　　　　　　・・・・　一一「■→一・一一一▼一・一・一・・一　　　一　　l－　　　－．　十「一一■「－．．．　　　　　＿　＿＿＿＿＿　　　一　　　　　　一

1富田（富田）　　　　　　　　　　　℡365－5200（365－0412）
1

褒章山ヨ10号8弓

阿書川野14室16号

千代日野325蓄電1

西大彗野1580曹霊

中野野2492曹地

霊日吉真野26肇14号

高松町7番6号…みなと（中央、濠、同乗こ）　　　　　　℡357－2づ10（359－6612）
‾▲・‘一▲‾一‘■▲◆【′▼‾‾■‾‘▼1■‘‾岬‾仙一一・・一Ⅷ湖　　　　　山一・一一一・ん一一・一一一一一・一・・一－・一一一一一一h一一・　　　ト軸一仁一・一一一一一　W　一一W　　　＋∴一・・■一・一肌一一一一一・▲－■一一【【＿＿．

ヨユートピアこ美風演諷久等雷1・2丁重）▲敦355－2573（355－3576）

川島二川嘉）

…かんさき掴前）

くぬぎの木こ黒〕

桜（桜）

碍光苑（三重）

℡322－3613く322－36J4）

℡327－2223（327－2228）

℡327－2267（327－1づ60）

℡326－6618（326－7557）

℡333－4622（334－7841）

℡334－亀588（334－8589）

℡349－6381（349－－6382）

℡398－2001（297－6861）

℡355－7522（255－7590）

■清北楽々館く湾北）

しおはまく豊浜）
‾　▼・‘▼　－　　　　　　　1　　　－　－．－　■一一一　　　一　一一　　　、一一　一－　　■　　一一一一　一　一一　一一　　　　　　　　1－－－－－1－　、　－－－－－－　　■　一一　－　一　一1－■

しくすく濁）

；常磐（常撃：久ノ真野1丁重・2丁重を等＜

雫　日永（日永）

鴇を四郷（四郷）

郵うねめの翌潤部）

i南部陽光蒔く河着日）

；小山田〔小山日）

久賀82丁目12香8号

川裏町4040香お

寺汚野986香篭4

赤水野1274聾：転14

蕾増野34香三富1

西頚部守う127香二転

京町15等26雪

濠浜栄野471事態2

環智北五凍二家1450肇笠1

滅東野3番22号

常347－9977（347－666月

℡322－1761ぐ322－1769）

℡348－3988（348－776づ〕

℡347－7336（347イ338）

敦328－→814（328－2682）

！　水沢（水ブ尺）
苦329－3553く329－3554）

大字日永553 0曹虹の23

西日野町4015肇迄

采女苛字義力山418蓄監1

河扇日野2146等三宅

山日野5570書‡浣1

裾竜野西条1990響整1

＞地域包括支援センター　～専門的な相談支援窓口～

主任ケアマネジャー、社会福祉士、保健師といった専門職が、高齢者虐待など困難な課題を抱えたケースへ
の対応を行うほか、認知症初期集中支援チーム、認知症地域支援推進員を配置して、専門的な相談支援を行っ
ています。

；四日市布北海三義遥遠支讃センター　等日浜野26彗14号　　　℡365－62′5ミ365－62→6　市電北部
一、▲l‾‾‾‾　■　‾　‾l一一一一一一一一l一一一…一一一一・一一′　一・一　一　一・一一一　　一、－－－－一　　一一・・一　1－一1一　一一l一・・　一・一　一、　－11－．　＿∴∴　＿二＿＿＿＿■∴‾　‾　＿‾‾　＿‾　＿　　■＿＿‾’■「‾1

1怨顎市市中迄濱包講支濾センター　夏雲託等2彗2号総合会葬2達　℡354－邑346：35車8326　番竃中部
I l．■‾、‥1　　－、一・一・一　　一・一　・　・・一一　・一一一・・一一一一　　　　一一一　　・l　－　　　＿　　　＿　＿　　＿＿＿、＿＿＿　　　＿．＿＿　　　＿、　　∴：、丁

琶日市布等怒惑包清ま護センタ騨　山日田5570孝三錘　　　℡328－2618ミ328－2980　市葦葦部
■　‾　1　1　　　　　　　　－　　－　－　－　－－　　　　　一　・一　一　一一　　　■　　　　一　一　▼、一一一　　　一一　　一l　－　　　l一一　・一　　　一　一　一　一　一　■　　　　　　　、一　　　　　一　　　・　　一●　　＿

認知症地域支護推進員に樗談ください
医療・介護の連携や地域の見守り体制づくりを進めるとともに、認知症の方の状態に応じた支援につなぐ相
談員で、地域包括支援センターに配置されています。
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＞認知症相談窓口　～〟ひとりで悩まず〝〟抱え込まず〝～

・三重県認知症コールセンター

認知症の介護の悩み、認知症の医療・介護サービスの利用方法など、さまざまな相談ができます。若
年性認知症に関するご相談も受け付けます。
●対応時間　平日の午前9時30分～午後5時30分（若年性認知症コールセンターは午後3時まで）
●相談専用番号（059）235－4165はいろうご）（若年性認知症コールセンター：0800－100－2707）

・認知症の人と家族の会

全国47都道府県に支部があり、会員が励ましあい、助け合って「認知症があっても安心して暮らせ
る社会」を目指しています。認知症に関する知識や介護方法のほか、介護に関する悩みなどを電話で相
談できます。
●対地時間　　　月曜日から金曜日の午前1U時から午後3時まで
●問い合わせ　　フリータイヤル0120－294－456

＜三重県支部＞　　随時（059）370－4620

′＜四日市地区のつどい＞

●開催日時　　偶数月の第4水曜日　午後1時～3時半
●場　　所　　四日市市なやプラザ（四日市市蔵町4－17）
●問い合わせ　（059）370－4620

弊害 早期診断と治療　認知症ケアパス概念図P5　参照

＞認知症初期集中支援チーム
認知症は早期の診断・対応が効果的なことから、福祉職、医療職、専門の医師による「認知症初期集中

支援チーム」が、訪問などによって、認知症が疑われる方やその家族に早期に集中的に関わり、必要な医

療・介護サービスにつなげる支援を行います（平成27年度は北地域包括支援センターに配置。以降、順
次、各地域包括支援センターに配置の予定）。

＞医療機関等
認知症の改善や悪化防止のためには、医療機関の関わりがとても重要になります。
四日市市では、認知症に関する医療相談や診療をスムーズに行えるよう、以下のとおり、各医療機関の

役割分担を明確化しました。認知症診療に関わるかかりつけ医に相談のうえ、必要に応じて専門の医院、
もの忘れ外来のある病院などを紹介いただきましょう。

・認知症に関わるかかりつけ医（以下「かかりつけ医」という。）

認知症に関する正しい知識を持ち、地域で認知症の人や家族を支援することができる医師として、日常
的な身体的疾患の対応や健康管理を行うとともに、専門の医院への紹介などを行います。

・専門の医院

認知症サポート医・かかりつけ医認知症対応力向上研修修了書
認知症の人の診療に習熟し、かかりつけ医への助言その他の支援を行い、専門医療機関や地域包括支援

センター等との連携の推進役となります。

神経内科・精神科開業医等
認知症サポート医と同様、かかりつけ医への支援を行うとともに、認知症に関する診断・治療や対応に
ついてのアドバイスなどを行います。
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ものわすれ外来（神経内科専門医）
認知症の専門的な鑑別診断、治療などを行います。

・精神科医療機関

BPSD（興奮・暴力）などの急性憎悪期の状態にあるとき、精神症状を合併しているときなど、精神

科開業医などの紹介により、一時的に入院治療を行います。

認知症疾患医療センター
保健・医療・介護機関などと連携を図りながら、認知症に関する鑑別診断、問題行動への対応など

三重大学医学部附属病院　　　…哩甫汀岩建つTR17．　　　牒知症相談窓口電話番号

（基幹型）　　　　　　…津市江戸楕2丁目174 ℡（059）231－6029

・くすのき手帳

家族と医療機関、介護機関が連携して認知症の方を支えるための、情報共有ツールとして作成した手

帳です0手帳の利用を希望される方は、認知症の相談ができる医療機関やケアマネジャーにご相談くだ

さい。

～一、・′■

雷
暮　ゴーr一号

了拳や
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介護予防

「いきいきフレッシュ倶楽部（運動）」「なるほど食事楽（栄養）」「ウェル噛む教室（口腔）」

65歳以上の方で、要介護・要支援状態になるおそれが高い万に対して、機能向上のためのプログ

ラムを行う介護予防教室です。
●利用料　無料（送迎付き）
●お問い合わせ各地域包括支援センター電話：P6参照

＞　「はつらつ健康塾」

65歳以上の高齢者を対象に、地域の集会所などで介護予防に関する普及・啓発や運動の体験を行

なう教室です。
●お問い合わせ健康づくり課電話：354－8291

＞　「地域でお達者クラブ」

集団での体操など自発的な介護予防活動を行う団体として、地域の中で70カ所程、活動してい
ます。新たな教室の参加者を募集している団体もあります。
●お問い合わせ健康づくり課電話：354－8291

慧苛臣
つながり支援

＞　認知症カフェ

認知症カフェとは、認知症の方やその家族、地域住民、専門職などの誰もが参加できる集いの場
です。認知症の方とその家族が、気軽に相談でき、交流を通して、認知症の方と家族同士、地域住

民、専門職がつながりあえる社会参加の場です。

現在、以下のカフェが開設されています。

＞　老人クラブ

老後の生活を健全で豊なものにするため、地域で自主的に作られた会員組織で、健康の増進、教

養の向上、社会奉仕、地域交流などを目的に、各種講座、奉仕活動、レクリエーション、スポーツ
などの活動を行っています。おおむね60歳以上の人であれば、どなたでも入会できます。

●お問い合わせ四日市市老人クラブ連合会電話：346－4066

介護・高齢福祉課　電話：354－8425
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＞　老人福祉センター
おおむね60歳以上の人が無料で利用できる憩いの場として、健康相談、各種教室、囲碁、将棋、

入浴設備の提供などを実施しています。
・開館時間　午前9時30分～午後4時

・休館日　毎週月曜日、祝休日（ただし、敬老の日は開館）、年末年始

馴■■■≡ii■■■■■■ �高義元‾　■山高‾一一‾‾■‾、■竜語義云 

中央老人福祉センタこ �日永乗一丁自2－27 �曾346－－40（ 

西老人福祉センター �西坂部面1397番地の1 �曾326－58を 

＞　通いの場
・ふれあいいきいきサロン

交流、生きがいつくり、介護予防などのために、高齢者が身近な地域で気軽に集い、楽しく過ご
せる場として「ふれあいいさいさサロン」が各地で実施されています。市内では、約400ヶ所が運
営されており、新たな参加者を募集しているサロンもあります。
●お問い合わせ四日市市社会福祉協議会電話：354－8144

・地域の交流の場

市内のいくつかの地域には、地区の方であれば誰もが交流できる場が作られています。空き家を開
放したり、公共施設の専用スペースを利用したりしてレクリエーションや食事の提供を行っています。
主なものは以下のとおりです。
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認知症の方への安否確認・見守り事業

●お問い合わせ介護・高齢福祉課　電話：354－8170

＞　高齢者福祉サービス
・訪問給食

調理が困難な65歳以上のひとり暮らし高齢者などを対象に、お近くの在宅介護支援センターか
ら、月～土曜日まで昼食・夕食を配食するとともに安否確認を行います。

●費用1食　500円

・排個高齢者家族支援サービス

認知症により俳個するおそれのある高齢者などを対象に、行方不明となった際の早期発見シス
テムの機器購入費、契約費を補助します。（毎月の利用料、検索料、修繕費用は含まない）

●補助金額　上限19，000円。原則1回限り。

＞　俳個高齢者等SOSメール

認知症高齢者などが俳個により行方不明となった時に、その情報を、家族の了解のもとで見守
り協力者にメール配信して、迅速な安全確保につなげます。
排個のおそれのある方については、事前に介護・高齢福祉課に惰幸良を登録することもできます。

＞　見守り協定

孤立死の未然防止、虐待の早期発見とともに、認知症や知的障害により俳個して行方不明となっ
た高齢者・障害者などの早期発見のため、地域住民宅への訪問などを行うライフライン事業者、配

達事業者、新聞販売店や市民が利用する機会の多い金融機関、公共交通機関などと市が協定を結び、
地域における見守りへの協力をお願いしています。

＞　認知症サポーター養成講座

認知症の正しい知識や接し万を学び、自分のできる範囲で認知症の人とその家族をサポートする
認知症サポーターの養成講座を随時開催しています。

●

ヰ観　等言　争髄

生活支援

＞　住民参加型サービス

市内のいくつかの地区では、住民組織、ボランティア、NPOなどにより、低額の負担で利用で
きる生活支援サービスが行われています。

今後、こうした取り組みが市内各地区に広がっていくことが望まれます。

活動例

l　　　　　名称　　　　　　毒　　　　　対象 

桜ボランティア協会　　　　　　要桜地区住民 

下野・活き土或ネット �下野地区住民 

ライフサポート三重西 �三重西連合自治会 

高花平ちょっと手を貸して運動 �高花平団地内住民 

生活応援隊 �平津新町住民 
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＞　民間事業者によるサービス

民間の各種事業者により、有料の生活支援サービスが行われています。

事業所の例
・社団法人四日市市シルバー人材センター

・コープみえ・＜らし助け合いの会

・NPO法人さわやか

＞　日常生活用具給付

65歳以上のひとり暮らし高齢者などに対し、日常生活の便宜を図るための用具を支給していま

す。ただし所得制限があります。

●支給する用異　火災報知器、自動消火器、電磁調理器

●お問い合わせ　各地区在宅介護支援センター　（電話：P6参照）

訝権利を守る
＞　権利擁護相談

認知症や知的・精神障害などで判断能力が低下している方が受ける様々な不利益について、福祉

の専門家が相談に応じ、解決のためのコーディネートを実施します。

●お問い合わせ四日市市社会福祉協議会電話：354－8144

＞　日常生活自立支援事業

認知症や知的・精神障害などで判断能力が低下し、福祉サービスの利用等に支障をきたしている

方に対して、サービス利用手続きの援助や代行、日常的なお金の管理などの支援を行います。

●お問い合わせ四日市市社会福祉協議会電話：354－8144

＞　成年後見制度

認知症や知的・精神障害などが原因で判断能力が十分でない人が、財産管理や契約などで不利益

を受けないよう、家庭裁判所が、本人に代わって財産管理や契約を行う成年後見人等を選定し、本

人の権利を保護する制度です。

●お問い合わせ

島津家庭裁判所四日市支部　　　　　　　　　　電話：059－352－7151

・リーガルサポート三重支部（三重司法書士会内）電話：059－213－4666

・三重弁護士会　　　　　　　　　　　　　　　電話：059－228－2232

・四日市市社会福祉協議会　　　　　　　　　　電話：059－354－8144
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介護保険サービス

介護保険サ叫ビスを利用するには、要支浅・要介護認定を受けていただく必要があります。手続きの詳細
は担当のケアマネジや鵬、在宅介護支援センタ鵬、地域包括支援センターにお尋ねください。

介護保険外施設

L＿＿建」　　　　　　　内　　容　　T　　　「 
サービス付き高齢者向け住宅 �高齢者が安心して快適な生活が送れるよう、安否確認や生活相談などのサ ービスを提供する高齢者向けの住居です。 

有料老人ホーム �高齢者が入所して、日常生活に必要な支援（生活支援・食事・健康管理・ 
介護サービスなど）を受けられる施設です。 

軽費老人ホーム （ケアハウス） �家庭での生活が困難な高齢者が入所して、低料金で日常生活に必要な支援 
を受けられる施設です。食事の提供がある－（A型）（ケアハウス）と、自 
炊が基本となる（B型）の3種類があります。 

65歳以上で、家庭環境や経済的理由などにより、家庭での生活力咽難な 
養護老人ホーム　　　　　　　　リ垂所得の高齢者が入所する施設です。身の回りのことができ、市民税の所 

得割が課せられていない人が対象となります。 

事業所一覧については、三重県のホ≠ムペ鞘ジまだは市役所介護・高齢福祉課窓口でご覧いただけます。
サービスの詳細については各事業所にお問い合わせくだい。
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